
 

 

 

【施策１】幼児期から一貫した学びの基礎力の育成と学力の向上 

 取組１ 小中連携（一貫）教育により、より良い学習環境へと改善します。 

①小学校高学年に可能な限り専科指導を導入し、教科ごとの免許所有者による、より専門的な学びを 

実現します。 

②本郷小と本郷中の校舎を連結して施設一体型の義務教育学校とし、９年間教育の先進的実践を進め 

ます。合わせて、余剰となる小学校体育館や小学校校庭の有効活用を進めます。 

  ③新鶴小と新鶴中を施設分離型の小中一貫教育校とし、本郷地域に準じた９年間教育を実践します。 

  ④高田中と高田小、宮川小で小中教員の相互乗り入れなど、小中連携を強化します。 

 

取組２ 「美里っこ」育成のための園小中連携プログラムを全教育施設で実践します。 

  ①現在のプログラムを見直し、小中一貫教育の学年の区切りや非認知能力の育成に配慮した内容に 

改善します。 

  ②特に幼児教育で育成すべき事項を精査し、公立・私立を問わず、小学校入学時までに身に付けさせる

よう実践を強化します。 

  ③児童生徒の基礎的・汎用的読解力の実態を把握し、読解力を高めるための授業を提案します。 

 

【施策２】地域とともにある学校づくりと学校を核とした地域づくりの推進 

 取組１ 小中学校をコミュニティ・スクール化し、学校運営協議会の活動を促進します。 

  ①全小・中学校をコミュニティ・スクール化し、中学校区毎に学校運営協議会を設置します。 

  ②学校運営協議会連絡会を立ち上げ、町全体として調和のとれた学校運営を推進します。 

  ③地域の物的・人的教育資源を活用した学習活動を教科横断的に組織し、教育課程に盛り込んで実践 

します。 

  ④地域をフィールドとした学習活動を組織し、児童生徒が住民も含めた地域と触れ合う機会を多く 

します。 

       

取組２ 地域学校協働活動本部を整備し、活動を活性化させます。 

①地域学校協働活動本部を中学校区ごとに立ち上げ、校内に活動拠点を設置して学校の教育活動を支援 

します。 

  ②学校運営を支援できる人材バンクを整備して学校のニーズに応じてコーディネイトし、積極的な 

活用を図ります。    

       

取組３ 生涯学習・生涯スポーツのより良い環境を整備し、学習成果の活用を促進します。 

  ①本郷生涯学習センターの移転・整備を進め、良好な学習環境を提供します。 

  ②新鶴庁舎を改装し、郷土資料館を整備して郷土愛を育む学習や体験の機会を提供します。 

  ③高田体育館を大規模改修し、生涯スポーツの拠点として整備します。 

  ④本郷地域の社会体育の活性化に向け、本郷小学校体育館を社会体育施設に転用し活用を図ります。 

  ⑤学校教育への町民参加を促進し、町民の自己有用感を高めながら、学校を核とした地域づくりを進め 

ます。 

地域とともにある学校づくりと幼小中教育の連携による次代を担う人材育成プロジェクト 



【施策３】安心して子育てできる環境の提供 

取組１ こども園の環境の整備 

  ①新鶴こども園の園舎完工後の外構工事を含め、安全・安心な養育環境を整備します。 

  ②本郷こども園を、本郷小学校校庭に新築移転し、乳幼児を一括して養育できる良好な環境を整備 

します。 

  ③公立こども園を、幼保連携型こども園化し、特に幼児教育を充実させるため、町採用の保育教諭の 

計画的な定数改善を進めます。 

 

取組２ 子育て支援センターの施設と支援内容の充実 

   ①建物が老朽化している現在の子育て支援センターを、移転検討中である本郷こども園の乳児部棟を

一部改装して移転し、施設設備を充実させながら、受け入れ環境を向上させます。 

   ②風邪や腹痛など軽度の疾病の子ども、インフルエンザに罹患して回復期にある子どもなど、医療機関

での看護までは必要ない子どもを保育できるよう、病児・病後児保育を導入し働く子育て世代を支援 

します。 

 

 

 

 


